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第５回 養正校区・昭和校区 地域説明会議録（令和８年３月２５日 19:00～20:00） 

「養正幼稚園・昭和幼稚園・双葉保育園の統合、こども園候補地について」  ・資料に沿って説明 

ご意見 

 
 

担当課 

・こども園の場所が養正幼稚園で決定ならば、前倒しして早く進めてはどうか。また、駐車

場の問題であれば、養正交流センターを使用することも可能ではないか。 

 

・開園時期は令和１５年４月までとし、前倒しできるかどうかについては、他のプロジェク

トとの兼ね合いもあり、市全体の予算バランスと、人手不足に伴う工期長期化や資材高騰等

の建築情勢を踏まえながら、建築部門と共に慎重に検討していく。 

・駐車場についても、養正交流センターとの共用も含め、利用できる場所の確保に努めてい

く。 

 

ご意見 

 

担当課 

・パブリックコメントで出された意見に対し、この決定が再検討される余地はあるのか。 

 

・いただいたご意見に真摯に回答していくスタンスである。 

 

ご意見 

 

担当課 

・子どもに関することは早く進めていってほしい。建設費はどのくらいで考えているのか。 

 

・将来に向けて子育て支援に予算を投入することは必要なことである。令和８年４月開園の

「笠原こども園」は、３歳未満児室、給食室、職員室を増築し、既設園舎の内装改修を含めて

１２億５千万円程かかった。３園統合となる新たな「養正こども園」は、養正幼稚園の既設園

舎の一部を活用する等、建築手法にもよるが、全面建て替えとなると２０億円程度かかるかも

しれないと推測している。 

 

ご意見 

 
 
 

担当課 

・建設場所、時期についてはもう何も言うことは無い。昭和幼稚園と双葉保育園の跡地利用に

ついてはどのように進めていくのか。市民はどのように情報を得ていけるのか。 

 

・跡地の有効活用については、これからの検討になる。公募するのも一つであるが、地域の方

のご意見をお聞きしながら進めていきたい。また、必要に応じて、このような説明会も開催し

ていきたい。 

 

ご意見 

 
 

担当課 

・令和２年、令和７年の国勢調査の結果から多治見市の子どもの数や出生数を把握し、将来的

にこんなはずではなかったとならないようにしてほしい。 

 

・他部署とも情報共有し、人口推移をしっかりと把握して進めていく。 

 

ご意見 

 
 

担当課 

・養正小学校記念館用地を活用とのことだが、それはどこにあるのか。また、園の駐車場の

確保はこれから検討していくのか。 

 

・現在は特別教室棟と呼ばれ、養正小学校プールの横にある建物である。１階に作陶授業用

の窯があり、以前は２階を市民コーラスグループに貸し出していたが、現在は養正交流セン

ターが利用できるため、貸し出していないと聞いている。 

・駐車場についてはその通りである。養正交流センターも含め、このエリアでの駐車場確保

は課題となっており、新たな駐車場用地を確保できるよう市全体で進めていく。 
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ご意見 
 

担当課 

・将来的に跡地利用する昭和幼稚園と双葉保育園は、耐震の基準は満たしているのか。跡地

利用については、現在不登校の子が増えているため、その子たちの居場所や悩んでいる保護

者の居場所となるような施設になるとよい。 

 

・どちらの園も、耐震基準を満たしている。跡地利用については、皆さんのご意見を聞きな

がら、また地域のニーズに合わせて活用を検討していきたい。 

ご意見 

 

担当課 

・養正幼稚園に通園している。令和９年には年長と年少のきょうだいで通園させるつもりで

いる。令和１０年に統合するタイミングで、保育認定を受けて、下の子を保育園に入園させ

たい場合、優先入所させてほしい。 

 

・市の施策により市の都合で転園を余儀なくされた場合、保育を必要とする事由があり保育

認定を受けることが前提となるが、優先入所できるよう手続を整えたため、安心していただ

きたい。 

 

ご意見 

 

担当課 

・駐車場は保護者用か。職員用か。何台分の確保が必要なのか。 

 

・１６０人規模の園を想定しているため、保護者送迎用として６０台分程度は確保したい。

そうなると、１ヵ所で確保できるどうかは別にして、１，０００㎡くらいの土地が必要とな

る。新たな駐車場用地を確保できるよう市全体で進めていく。 

 

 


